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業種団体と公衆衛生の促進

—業種団体（組合）の育成強化は

公衆衛生行政の促進への近道である

公害問題が大きくクローズアップされ，それにとも いかに社会に貞献するかをともに考えるべき段階に米

なって公衆衛生関係の行政指迎もいちだんと強化され ているのである。親陸や利益のみにあまんじていた

なければならない段階になっている。そのために行政 り，あるいは固執していたりしたら，かならずや社会

機構の再検討，効果的整備が行なわれつつあるが，公 の鉄槌が下されるのが今日の段階なのである。これは

害のテンポがあまりに早いために，ともすれば行政が 最近の公害問題と企業への追求が明白に証左している

それについていけないのが現状である。このことは今 ところである。

国会においても担当大臣が公言しているところであ 抽象論にすぎるようなので，ここに具体例を引いて

り，わが国の現状としてはやむをえないものがあろ 論述を進めてみよう。

う。一日も早く効率的な公衆衛生活勁が展開されるべ 「検便」というのがある。これなどは組合（艮1体）

く，行政機関の新編成が望まれるのである。 が自主的にイニシアチプを取って実施すべきではある

さて，こうしたいわば曲り角の"ひずみ"的現状の まいか。そうすれば，組合の行政一ひいては公衆衛生

もとで，公衆衛生活勁を効果的に展開するひとつの方 活動ーに答える正しい姿磐も出てくるわけであり，ま

策として，環境衛生団体（組合）の強化育成と，より た組合に加入することの意義も生じて，未加入者も進

積極的な協力体制の整備が注目をあびてくる。 んで加入し統一ある団体となるであろう。さらに，

環境衛生団体はその結成の主旨も明確であり，また ‘‘ひずみ"にある行政機I刈としても，効率の科度化：こ

その活動状況にも注目すべきものがあり，さらにその どれほど助かることであろうか。まさに，一石三馬で

成果も決して低いものではない。総合的に見て，団体 はないか。

の功禎は高く評価されるのが視状である。 そうして，こうした態度，こうした股聞の方法こそ

しかし，ここで問題なのは，その団体が強制的な加 が，自主的な公衆衛生の真の姿といえるのである。極

入権を持たない関係もあって，未加入者も多く，団体 言すれば，今後の団体（組合）の社会的な公衆衛生へ

としての統ーに欠けていることである。これはまこと の参加のあるべき姿ともいえよう。

に残念なことであり，それ以上に今後の公衆衛生活励 こうした点から考えて，業稲別団体（組合）の育成

の展開の上にかなりの支障を来たすことが予想される 強化が，今日ほど強く望まれるときはないのである。

のである。 それば単なる活J』の積極的推辿という効率的面から

強制的加入権がなく，そのうえ，民上々義のはき迩 のみでなく，真の団体の社会的使命という面からいえ

えで，未加入者があることは，これまでにすでに設多 ることである。 (N生）

の問顕を起こしている。たとえば，公衆衛生面での事

故の発生が，これら未加入者によって起こされている

など，その顕苫な一例といえよう。それぞれの団体が

業種組合として，研修や講習，あるいは通逹などによ

って公衆衛生活動の向上を期して，こうした未加入者

があったのでは，破れた網で魚をとるようなもので，

おこぽれはいつまでも絶えない結果となる。

そもそも，団体の持つ今日的意義は，単なる親睦や

利益の樟，一度にあるのではあるまい。自分たちの識文が
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